
【GIGA×指導の工夫・改善】 各教科における自由進度学習の可能性

東大阪市立布施中学校（大阪府）リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
・クラスメイトが何に取り組み、どこでつまずい
ているのかを、生徒同士でも把握できるよう、
クラウドを活用した他者参照を取り入れな
がら生徒自身が自己調整し、学びを進めら
れることをめざしている。特に、授業のはじめ
に「学習の流れ」を提示し、本時のルーブ
リックで目標を示すことで、学習の見通しを
持たせる。また、内容の振り返りだけでなく、
本時の「学び方」に対する振り返りも重視し
ている。
・生徒への介入のタイミングとしては、スプ
レッドシートに「HELP」「ひとりでは学びを進
められません」といったお助けタブを設け、支
援が必要な生徒を教員が優先的にサポー
トできる仕組みを整えている。この仕組みは、
授業だけでなく、単元テストや到達度テスト
の振り返りにも活用しており、生徒たちは教
職員からのフィードバックを次の学びにつなげ
ている。生徒たちは、「誰とどのように学ぶ
か」を自己選択することで、自己調整力が
養われ、多様な学び方が生まれている。
・一斉授業のようなコンテンツベースの学習
から、資質・能力を育成するコンピテンシー
ベースの学びへと移行し、自ら学びを進める
生徒が増えてきている。

「学習の手引き」の提示
自分に合った進度で学習を進める

スプレッドシートに「HELP」、
「ひとりでは学びを進められ
ません」などのお助けタブを
作成している。教員は、そ
のタブを示している生徒を
中心にサポート。

自分で設定しためあてや進
捗状況等に応じて、各自が
学びを進める様子

学校で統一している学習の進め方

「学び方」も自分で決める


